
【菊陽町】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１ 1 人 1 台端末をはじめとする ICT 環境によって実現を目指す学びの姿 

 菊陽町立小中学校では、菊陽町教育大綱の教育理念である『陽光「さん」と輝く人

材を育む』～前途洋々 夢を育み 未来輝く 人材の育成は菊陽から～ のもと、子

どもたちの生きる力を育み、生涯学習社会の実現を目指した教育を推進している。 

 特に、基本施策１である「学校教育の充実」の中に、「ICT 機器を活用した授業の充

実及び ICT の活用による家庭学習の充実」を定めている。タブレット端末等を活用

し、児童生徒の個別最適な学びと協働的な学びを一体化してより豊かな学びを実現さ

せ、将来において社会の変化に対応できる力や、周りの人たちと協力して生きていく

力を身につけた子どもの育成を目指す。 

 

２ GIGA 第１期の総括 

（１）環境整備 

令和 2 年度末までに、GIGA スクール構想の実現に向けた校内高速ネットワー

ク、無線アクセスポイント、モバイルルーター、プログラミング教材の整備を行

い、児童生徒や教職員に 1 人 1台タブレット端末の導入が完了した。授業支援ソ

フトの導入も併せて行い、子どもたちの学習能力の見える化を図っている。ま

た、令和 5 年度から学習ドリルを導入し、児童生徒の家庭学習の支援を行ってお

り、児童生徒の学習意欲の向上や自分のペースで学習課題に取り組める環境整備

を行っている。 

 （２）課題 

   学校教育の ICT 化を進める一方、次の課題が浮き彫りになっている。 

① インターネット回線へのつながりにくさ 

  学級で一斉に大人数がインターネットに接続した場合、通信に時間がかか

ったり、アクセスできなくなったりする事案が報告されている。現在学校で

は、クラスを半分に分け、順番に接続させるなどの工夫を行っている。しか

し、今後の学力調査の CBT（※1）化を鑑み、一斉にアクセスしても遅滞なく

通信できる環境が求められている。 

② 端末の頻繁な故障 

児童生徒がタブレットを落とすなどしたことによる破損はもちろんのこ

と、端末の容量不足によるプロファイルエラーが起こり、端末が使えないと



いった故障が、令和 6年度の 6 ヶ月だけで 1,000 件にも及ぶ状況である。そ

れにより、児童生徒が一定期間タブレットを使った学習ができないほか、通

常は授業支援を行う ICT 支援員が、メンテナンス対応に追われる事態が発生

し学校現場に混乱が生じている。 

③ ICT 活用状況の差 

学校間や教員間において、ICT の活用状況の差が現れてきている。ICT 教育

の推進のため、電子黒板やタブレット、各アプリケーションを整備している

が、上記②のような状況と相まって、タブレットが使えない、またはアプリ

ケーションが分かりにくく、授業で使いにくいため使わないといった状況が

起きている。町内全域で ICT 教育を推進していくためには、教職員に向けた

ICT 活用研修等を定期的に開催し、教員の ICT スキルの底上げをする必要が

ある。 

 

３ １人１台端末の利活用方策 

  菊陽町では、GIGA スクール構想第 2 期において、端末を更新し、児童生徒 1人 1

台の端末環境を引き続き維持する。 

その効果的な利用促進に向けて、以下の取り組みを進めていきます。また、第 1

期で明らかになった課題を踏まえ、端末の利用や運用の質を向上させるための具体

的な対策と改善策を検討していく。 

 （１）１人１台端末の積極的活用について 

・児童生徒は、学校での授業や端末の持ち帰り家庭学習により、日常的な活用が

根付きつつあり、成長段階に応じた積極的な端末の活用を図っていく。また、

教員に対しては、ICT の研修等を行い、操作方法や好事例などを紹介して、町

内一律に ICT 教育の向上を図っていく。 

・授業における ICT 活用を効果的に行うため、ネットワークアセスメントを行

い、原因を特定し、通信環境の改善を図っていく。 

 （２）個別最適・協働的な学びの充実について 

  ・授業支援ソフトや学習支援ソフトの導入により、教員の ICT を活用した授業へ

の意識が向上し、授業改善が進んできている。児童生徒がそれぞれの個性や理

解度、進捗に合わせて学習を進める「個別最適な学び」や、友達の取り組みか

らヒントを得たり、様々な意見交換を通して自分の考えを深めたりする「協働

的な学び」が授業内で見られるようになってきた。これらの成功事例を校内や

学校間で共有し、タブレット端末の活用をさらに推進していく。 



 （３）学びの保障について 

・児童生徒の実態に応じて、ネットワークと１人１台端末を有効に活用した支援

の充実に取り組む。不登校児童生徒のための授業の配信等にも取り組んでお

り、引き続きその充実を図る。 

・インターネット環境の有無による学習格差をなくすため、オフラインでも使え

る学習支援ツールを導入している。さらに、必要な家庭にはモバイル Wi-Fi ル

ーターを貸し出し、通信環境に左右されない学習をサポートしており、引き続

きその充実を図る。 

 

【注 釈】  

※1 「CBT」とは、「Computer Based Testing（コンピューター ベースド テ

スティング）」の略称で、コンピューターを使用した試験方式のこと。コンピュ

ーターのディスプレイに問題が表示され、マウスやキーボード等を使って選択

肢を選んだり、答えを入力し解答を行う。 


